
 
 

 

 

 

報道関係者各位 

2016 年 9月 9日 

森ビル株式会社 

 
森ビル株式会社は、「救急の日」となる本日９月９日、東京消防庁より「地域の応急手当普及功労賞」

最優秀賞である「消防総監賞」を受賞いたしました。これは、平素からの応急手当普及促進への貢献

が高く評価されたもので、同賞の受賞はディベロッパー業界で初めてとなります。 

 

平成２６年に創設された「地域の応急手当普及功労賞」は、東京消防庁管轄下の消防署（８１署）が、

地域における応急救護体制づくりに主体的に取り組んでいる事業所等を推薦、その中でもより効果的

かつ模範的な取り組みをする団体を表彰するものです。受賞団体の取り組みは、奏功事例として広く

紹介され、地域の応急救護体制づくりの一層の充実に役立てられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森ビルは、今後も引き続き、「逃げ出す街から逃げ込める街へ」をコンセプトに、地域の防災拠点と

して、ハード・ソフトの両面から安全・安心な街づくりを推進してまいります。 

 

 

業界初 「地域の応急手当普及功労賞」 
最優秀賞（消防総監賞）受賞 

～ハード・ソフト両面から、逃げ込める街づくりを実践～ 

＜主な受賞理由＞ 

・全従業員に救命講習受講を義務付け、「逃げ出す街から逃げ込める街へ」をコンセプトに精力的に

地域の応急救護訓練を推進している。 

 

・各施設に合計 66 台の AED を設置。地上階に設置した AED は 24 時間使用可能で、地域住民や利用者

等が安全に過ごせる街づくりに貢献している。 

 

 

【先駆性】 

  ・全従業員に救命講習を義務付け、50 名を超える応急手当普及員を育成している。（2016 年 9 月現在 72 名）  

  ・施設に 50 台以上の AED を設置している。（2016 年 9 月現在 66 台）  

  ・訓練資器材を自主的に整備し、社内における応急救護訓練に活用するだけでなく、    

   周辺自治会と共催した防災訓練においても活用し、地域に対する応急手当の普及    

   促進が認められる。  

  ・自治体と帰宅困難者対策に関する協定を締結している。  

  ・災害時における傷者の発生を想定した応急救護訓練を継続的に行っている。  

  ・防災ボランティア隊を組織し、周辺自治会等と連携した応急救護訓練を行っている。  

【継続性】 

  ・救命講習受講優良証交付事業所として、継続して取り組んでいる。  

【自主救護力向上】 

  ・救護計画等が整備され、傷病者の救護体制が確立されている。  

  ・ＡＥＤが整備され、迅速に使用出来る体制が構築されている。  

  ・救急事象発生時に傷病者救護が迅速に行われる工夫を施している。  

【地域への貢献度】 

  ・職場以外で発生した緊急事態においてもＡＥＤが利用可能な状態となっており、      

   応急手当が実施出来る意識づけの教育を実施。  

【本件に関するお問合せ先】 

森ビル株式会社 広報室 秋葉 

TEL : 03-6406-6606   FAX： 03-6406-9306  E-mail：koho@mori.co.jp 

救命講習の様子 表彰式の様子 

＜主な受賞理由＞ 

・救命講習受講優良証交付事業所として１６年間に渡って継続して取り組み、全社員の９５％

が普通救命講習を修了している。 

・普通救命講習の指導資格を持つ応急手当普及員を７２名育成し、自主的な応急救護教育が

なされている。 

・施設に６６台の AED を設置し、迅速に使用出来る体制が構築されている。  

・自主的に整備した訓練資器材を、周辺自治会と共催した防災訓練においても活用し、地域に

対する応急手当の普及促進が認められる。  

・自治体と帰宅困難者対策に関する協定を締結している。  

 

※当社の取組みにおける「先駆性」や「継続性」とともに、さらなる向上への「教育・訓練体制」、

そして、「地域への貢献度」などが総合的に評価されました。 


